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10月31日と11月１日、中央公民館・農業者トレーニングセン
ター・中央コミュニティ広場を会場に、ひとくるめゃ文化祭が
開催され、来場者はそれぞれの会場をまわり「文化」「産業」「健
康」に親しんでいました。

見どころいっぱい！
ひとくるめゃ文化祭

た
っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

「日本で最も美しい村」連合に加盟しました（詳細は４ページ）→

広報
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今月の話題　

入
総
額
が
45
億
２
８
５
５
万

８
千
円
、
歳
出
総
額
が
43
億

こ
れ
は
地
方
交
付
税
及
び
国

庫
支
出
金
の
減
額
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対

比
５
６
４
３
万
１
千
円
、１
・

３
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
財
政
調
整
基
金

等
へ
の
積
立
金
の
減
少
に
よ

っ
て
、
総
務
費
が
減
額
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ

い
て
も
、
節
減
合
理
化
に
努

め
な
が
ら
、
産
業
経
済
の
活

性
化
、
社
会
福
祉
等
の
充
実
、

生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
諸
施

策
に
関
連
す
る
事
務
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
の
主
な
実

施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

７
億
７
３
２
１
万
４
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど

の
町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら

Ｔ
Ｃ
Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交

流
推
進
事
業
、
選
挙
費
、
統

計
な
ど
幅
広
い
事
務
事
業
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及

び
Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

１
億
１
６
７
５
万
８
千
円

◎
国
際
交
流
関
連
事
業

２
１
８
４
万
６
千
円

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

費　
　
　

 

９
４
９
万
３
千
円

３
０
７
６
万
１
千
円
で
、
差

引
１
億
９
７
７
９
万
７
千
円

の
形
式
収
支
（
実
質
収
支
は

１
億
７
９
３
０
万
８
千
円
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
３

３
５
１
万
７
千
円
、
０
・
７

％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳

平
成
27
年
９
月
の
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
ま
ち
の
決
算
の

概
要
と
主
な
事
業
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　今月の話題

　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

２
億
８
５
３
７
万
２
千
円

◎
保
育
園
運
営
費
負
担
金

１
億
２
６
６
４
万
６
千
円

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
推
進
事
業

３
８
６
１
万
８
千
円

◎
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対

策
事
業　
　

 

３
２
７
９
万
円

◎
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

４
０
０
万
円

◎
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理

事
業
な
ど

▼
土
木
費

３
億
５
１
万
５
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど

の
整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
１
１
８
７
万
９
千
円

◎
子
育
て
支
援
事
業

３
１
４
９
万
７
千
円

◎
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給

費
、
敬
老
会
開
催
事
業
な
ど

▼
衛
生
費

４
億
２
１
８
２
万
５
千
円

　

各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

乳
幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特

別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど

の
保
健
衛
生
、
ご
み
処
理
対

策
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
健
康
診
査
・
予
防
接
種
事

業　
　
　
　

 

２
７
６
９
万
円

◎
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別

会
計
繰
出
金１億

５
２
８
０
万
円

◎
三
戸
地
区
塵
芥
処
理
事
務

組
合
負
担
金５５

３
４
万
５
千
円

◎
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法

投
棄
対
策
事
業
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費

４
億
１
１
０
０
万
２
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策

や
農
地
、
山
林
等
の
保
全
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
集
会
施
設
管
理
費

８
４
７
万
２
千
円

◎
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
な
ど

▼
民
生
費

８
億
８
３
７
６
万
６
千
円

●決算審査の概要

行政上の効果を高める努力を

　一般会計及び特別会計とも、予
算の執行は効率的かつ適正に行わ
れていると確認し、事業の執行も
おおむね良好に進捗しており成果
が認められる。
　収入未済額において、町税及び
国民健康保険税は減少傾向にある
が、町全体の会計では依然として
大きな金額である。滞納整理の推
進と県市町村総合事務組合との連
携を一層強化し、徴収の効果を上
げ、適正な欠損処分処理を望む。
そのためには庁内の連携は勿論の
こと、情報収集等に努め、より一
層の協力が必要と思われる。
　歳出については、交付税等の減
少が進み、年々厳しさが増す昨今
であり、健全かつ着実な財政運営

を図るべく、歳出の抑制に努めな
ければならない。よって、今後の
事務事業の予算編成及び予算執行
に当たっては、町財政健全化計画
及び本町のおかれている現実への
認識を深め、行政上の効果を高め
るよう努力していただきたい。特
に他団体への補助金交付について
は、補助金交付申請書並びに決算
書の精査を綿密に行い、適正な交
付を望む。
　特別会計に係わる事業運営では、
後期高齢者医療、介護保険事業勘
定に係る経費が年々増加傾向にあ
り、一般会計からの繰出金依存度
を軽減するためにも予防医療事業
に力を入れるなど創意工夫に努力
されることを望む。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・日沢一雄
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10
月
2
日
、
長
野
県
木

曽
町
に
お
い
て
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、
田

子
町
が
全
国
で
59
番
目
の

自
治
体
等
と
し
て
加
盟
承

認
さ
れ
ま
し
た
（
青
森
県

内
で
は
初
）。

　

こ
の
組
織
は
「
人
口
が

概
ね
1
万
人
以
下
で
あ
る

こ
と
」
及
び
「
地
域
資
源

が
２
つ
以
上
あ
る
こ
と
」

の
条
件
を
満
た
す
自
治
体

や
地
域
が
加
盟
で
き
、
田

子
町
は
、
①
「
昔
の
田
園

風
景
が
広
が
る
源
流
と
水

車
の
郷
」、
②
「
田
子
神

楽
」、
③
「
日
本
一
の
『
た

っ
こ
に
ん
に
く
』
の
里
」

の
３
点
が
高

く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、

我
々
町
民
の

誇
り
で
あ
る

自
慢
の
景
観

や
文
化
が
評

価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

更
な
る
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
真

の
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
づ
く
り
に
あ
ら
た
め

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今月の話題　

「日本で最も美しい村」連合に加盟

び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校

管
理
運
営
費

１
億
５
３
３
万
８
千
円

◎
図
書
館
運
営
事
業

１
７
７
９
万
８
千
円

◎
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営

な
ど▼

議
会
、
労
働
、
商
工
費

な
ど

◎
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

７
７
３
２
万
６
千
円

◎
労
働
費
（
勤
労
者
対
策
）

７
０
万
５
千
円

◎
商
工
費
（
商
工
観
光
振
興
）

１
億
１
７
２
７
万
９
千
円

◎
災
害
復
旧
費
（
町
道
ほ
か
）

１
億
１
１
１
６
万
円

◎
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

６
億
９
８
５
３
万
１
千
円

※
田
子
町
財
政
状
況
等
の
お

知
ら
せ
は
、
次
号
（
１
月
号
）

で
公
表
し
ま
す
。

◎
除
雪
費　

 

２
８
９
０
万
円

◎
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理

事
業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

１
億
５
９
２
０
万
８
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

１
億
８
２
５
万
２
千
円

◎
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維

持
管
理
、
消
防
団
の
運
営
や

防
災
対
策
事
業
な
ど

▼
教
育
費

３
億
７
５
２
６
万
３
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に

お
け
る
教
育
、
社
会
教
育
及上郷小学校のしいたけ収穫体験
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　トピックス

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
八

戸
広
域
の
着
地
型
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ベ
ー
ス
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

し
、
一
般
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
ニ
ー
ズ
や
評
価
を
得

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
ゆ
と
り
研
究
所
」
所
長
の

野
口
智
子
氏
を
講
師
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
奈

良
県
十
津
川
村
谷
瀬
集
落
の

例
を
写
真
で
紹
介
し
た
り
、に

ん
に
く
で
楽
し
い
こ
と
や
学

ん
で
み
た
い
こ
と
な
ど
、
参

加
者
で
ア
イ
デ
ア
を
紙
に
書

き
、
一
日
モ
デ
ル
旅
行
コ
ー

ス
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
こ

の
コ
ー
ス
を
も
と
に
、
第
３

回
研
修
会
で
は
旅
行
者
向
け

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
戦
制
し
阿
部
繁
孝
商
店

が
優
勝

　

５
月
に
開
幕
し
た
田
子
町

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
の
全
試

合
日
程
が
終
了
し
、
10
月
８

部
長
か
ら
図
書
カ
ー
ド
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
山
本
町

長
は
双
方
に
、「
子
ど
も
た
ち

が
た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
活
用

し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

第
２
回
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
研
修
会　

で
き
る
こ
と

か
ら
「
に
ん
に
く
ツ
ー
リ

ズ
ム
」

　

10
月
21
日
、
町
主
催
の
第

２
回
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研

修
会
が
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
、
個
人
旅
行
者
層

に
対
し
て
、
訪
れ
た
い
と
思

う
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
、

傾
け
ら
れ
、
ま
た
、
昭
和
55

年
度
か
ら
の
清
水
頭
小
学
校

校
長
の
際
は
、
同
校
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
校
訓
「
山
に

は
木
を
人
に
は
ま
ご
こ
ろ
を
」

を
学
校
経
営
の
主
軸
と
し
、

人
間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

を
目
指
し
た
教
育
に
ま
い
進

し
ま
し
た
。

【
齋
藤
眞
佐
子
さ
ん
の
略
歴
】

大
正
12
年
生
ま
れ

昭
和
18
年
度
～
昭
和
38
年
度

田
子
小
学
校

昭
和
49
年
度
～
昭
和
53
年
度

三
八
教
育
事
務
所
指
導
主
事

昭
和
53
年
度
～
昭
和
54
年
度

原
小
学
校
校
長

昭
和
55
年
度
～
昭
和
57
年
度

清
水
頭
小
学
校
校
長

田
子
町
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
、
田
子
町
文
化
財
審
議

委
員
、
田
子
町
社
会
教
育
指

導
員
等
歴
任

「
図
書
の
充
実
」
に
と

２
社
寄
贈

　

10
月
８
日
、
図
書
館
の
図

書
の
充
実
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
㈱
青
森
電
子
計
算
セ
ン

タ
ー
の
葛
西
義
明
代
表
取
締

役
が
役
場
を
訪
れ
、
山
本
晴

美
町
長
に
目
録
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、
会
社

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
県
内
の
自
治
体
に
学
校

図
書
な
ど
の
寄
贈
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
翌
９
日
に
、
八
戸

法
人
会
の
松
尾
彰
平
三
戸
支

故　

齋
藤
眞
佐
子
さ
ん
に

正
七
位

　

10
月
６
日
、
故
齋
藤
眞
佐

子
さ
ん
に
、
宇
藤
裕
夫
教
育

長
か
ら
正
七
位
が
伝
達
さ
れ
、

親
族
の
上
路
里
恵
さ
ん
（
青

森
市
在
住
）
が
受
領
し
ま
し

た
。
宇
藤
教
育
長
は
「
昭
和

58
年
３
月
、
田
子
町
立
清
水

頭
小
学
校
校
長
を
最
後
に
退

職
す
る
ま
で
、
41
年
余
の
長

き
に
わ
た
り
本
県
初
等
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
」
と
故
人
の
功
績
を
讃
え
、

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
17
年

３
月
に
青
森
県
女
子
師
範
学

校
本
科
第
一
部
を
卒
業
後
、

直
ち
に
青
森
県
上
北
郡
古
間

木
国
民
学
校
訓
導
と
し
て
奉

職
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
に
は
、
昭
和
18
年

度
か
ら
昭
和
38
年
度
ま
で
の

21
年
間
、
田
子
小
学
校
に
在

職
し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
度

か
ら
は
原
小
学
校
校
長
と
し

て
赴
任
し
、
学
校
図
書
館
の

活
用
を
促
す
指
導
に
情
熱
を

山本町長に寄贈する松尾三戸支部長（左写真）と葛西代表取締役（右写真）

講師の野口智子さん
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トピックス　

こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
ん
に

く
産
地
の
維
持
、
拡
大
に
向

け
て
栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
と
に
ん
に
く
の
高
品
質

安
定
生
産
の
維
持
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
、
全
30
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
１
日
に
田
子
ひ
と
く
る
め

ゃ
文
化
祭
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
最
優
秀
賞

　

内
沢
一
好
（
在
来
）

◎
優
秀
賞

　

薄
木
忠
雄
（
白
玉
王
）

　

田
沼
誠
一
（
白
玉
王
）

◎
優
良
賞

２
年
間
で
す
。

　

苅
場
さ
ん
は
昭
和
58
年
か

ら
32
年
間
に
わ
た
っ
て
自
衛

官
募
集
相
談
員
を
務
め
、
今

回
で
17
期
目
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
山
本
さ
ん
は
平
成
11

年
か
ら
相
談
員
と
な
り
９
期

目
と
な
り
ま
す
。

▼
連
絡
先

　

苅
場
正
夫
さ
ん

☎
32 

― 

４
３
５
３

　

山
本
泰
造
さ
ん

☎
32 

― 

３
０
７
４

　

宇
藤
安
貴
子
（
白
玉
王
）

　

山
本
わ
か
（
白
玉
王
）

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

苅
場
さ
ん
と
山
本
さ
ん

　

10
月
26
日
、
役
場
で
自
衛

官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
交
付

式
が
行
わ
れ
、
苅
場
正
夫
さ

ん
（
80
・
野
月
）
と
山
本
泰

造
さ
ん
（
81
・
下
田
子
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、

新
入
隊
員
の
募
集
活
動
を
は

じ
め
、
入
隊
希
望
者
及
び
そ

の
家
族
の
不
安
解
消
や
問
題

解
決
の
た
め
に
相
談
を
受
け

る
と
い
っ
た
活
動
を
行
い
、

任
期
は
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

心
に
響
く
歌
声
～
田
子
町

合
同
音
楽
祭

　

11
月
６
日
、
田
子
中
学
校

体
育
館
で
、
平
成
27
年
度
田

子
町
合
同
音
楽
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
田
子
町

教
育
振
興
会
（
福
田
信
雄
会

長
）
主
催
で
、
音
楽
に
親
し

み
、
他
校
と
の
交
流
を
図
る

た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
表
校
は
町
内
の
小
学
校
３

日
に
閉
会
式
及
び
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー

ム
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優
勝

　

阿
部
繁
孝
商
店　

４
勝

◎
準
優
勝

　

ト
ラ
ッ
ク
☆
エ
ン
ペ
ラ
ー

３
勝
１
敗

◎
最
優
秀
賞　

東
山　

剛

（
阿
部
繁
孝
商
店
）

◎
優
秀
賞　

大
村
悠
樹

（
ト
ラ
ッ
ク
☆
エ
ン
ペ
ラ
ー
）

平
成
27
年
度
「
た
っ
こ
に

ん
に
く
」
共
進
会

　

10
月
25
日
、
役
場
で
平
成

27
年
度
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」

共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞を受賞した内沢さんら（右端）

優勝した阿部繁孝チーム

委嘱状を受ける山本さん（中央）

●新・ご当地グルメ開発プロジェクト事業 №２
　10月20日、第２ステージ１回目の会議が開催されま
した。飲み物・前菜・メイン・副菜・デザートと、そ
れぞれ工夫を凝らした料理が30点出品され、料理人リ
ーダーの佐藤剛大さん（勇鮨）がそれぞれの特徴など
を説明しました。
　プロデューサー
のヒロ・中田さん
は、和食にとらわ
れる必要はなく和
洋中がよいとアド
バイスしました。
　また、今回、検
討されているご当
地グルメの名称が『田子ガーリックステーキ膳（ガリ
ステ膳）』に決定しました。
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山
本
町
長
は
表
彰
に
際

し
、「
生
業
を
お
持
ち
の
中
で

当
町
の
農
業
振
興
の
発
展
と

地
域
防
災
の
向
上
に
多
大
な

る
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
、
深

甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
坂

下
文
明
さ
ん
が
「
本
日
の
受

賞
の
感
激
と
喜
び
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
町
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
今
後

▽
川
端
文
雄（

55
・
野
面
）

田
子
町
消
防
団
第
４
分

団
分
団
長

▽
宮
川
和
則（

53
・
野
面
）

田
子
町
消
防
団
第
４
分

団
部
長

▽
中
村
榮
幸（

51
・
夏
坂
）

田
子
町
消
防
団
第
６
分

団
副
分
団
長

校
と
田
子
中
学
校
で
、
各
校

と
も
合
唱
と
合
奏
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
ら
の
一
生
懸
命

な
歌
声
と
演
奏
は
、
体
育
館

い
っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し
、
来

場
者
の
心
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

優
れ
た
業
績
を
讃
え
て

表
彰

　

11
月
10
日
、
町
中
央
公
民

館
で
平
成
27
年
度
田
子
町
表

彰
条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

農
業
委
員
及
び
消
防
団
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
４
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

も
各
々
の
立
場
で
よ
り
一
層

奨
励
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
の
功
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
地
方
自
治
に
貢
献

第
２
条
第
１
項
第
５
号
該
当

（
地
方
自
治
16
年
以
上
）

▽
坂
下
文
明
（
76
・
新
田
）

田
子
町
農
業
委
員

◎
消
防
に
貢
献

第
２
条
第
１
項
第
11
号
該
当

（
消
防
団
団
員
30
年
以
上
）

受賞された坂下さんら（前列右から２人目）

緊張しないように、歌う前のリラックス

　トピックス

おかげさまで１年経過
　こんにち
は！　田子
町地域おこ
し協力隊の
筒 崎 で す。
2014 年 の
10月１日か
ら田子町に
来て１年経

ちました。着任からこれまでの活動を支えてくださった
町の皆様、役場の皆様ありがとうございます。お陰様で
活動も順調です。
　また10月３日・４日に行われた『にんにくとべごま
つり』は本当にお疲れ様でした。町の力を結集する素晴
らしいお祭りですね！　改めて田子町のすごさを感じた
次第です。
　現在２年目に入り今後の活動としては、冬場に今年収
穫したえごま等を活用した加工品の研究開発や、自分自
身に不足しているスキルの勉強をしながら３年後の定住
を見据えた準備をしたいと考えています。
　また町の素敵な魅力、田子町で頑張っている個人や団
体（スポーツや文化協会の団体だけでなく）、サークル
などを中心に画像や映像に収めたりして魅力発信をでき
るように努めたいと思っております。町には素晴らしい
活動をされていらっしゃる方、文化を絶やさず将来のた
めにという意識をもって活動されている方が、とてもた
くさんいらっしゃることに気づきました。それをはっき
り分かる形にしたいのです。
　その際は町の皆様に撮影などご協力をいただくかもし
れません、どうかよろしくお願いいたします。（何とか
よろしくお願いします）
　事務局をしておりますフォトコンテストは2016年１
月15日まで写真を募集しています！　町の素敵な写真
をどうぞ応募ください。詳細を確認したい場合は筒崎ま
でお問い合わせください。（連絡先は役場産業振興課商
工振興グループ☎２０−７１１４です）

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

じゅねの会の皆様と
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お知らせ　

■  あおもり中高年就職支援センター
　中高年求職者の早期就職のために、専門家による個
別カウンセリング・就職支援セミナー・各種情報提供
などの就職活動を支援します。（青森県委託事業）
　「早く仕事を決めたい」「自分の能力や経験を活かし
たい」「新しい仕事に挑戦したい」など再就職でお悩
み方はぜひお電話でお問い合わせください。
▼対象者　45歳以上の中高年者　
▼連絡先　☎０１７２−２６−８４３０

■  自動車税納税証明書の提示省略について
　平成27年４月１日から、自動車税の納付確認が電子
化され、国の継続検査窓口での継続検査（車検）用の
納税証明書の提示を省略できるようになりました。
　なお、納付情報がシステムに反映されるまで相応の
日数（概ね２週間程度）を要するため、納付後すぐに車
検等を受けられる方は納税証明書が必要となります。
　納税証明書の発行に必要な手続きや各種申請書は、
青森県ホームページまたは県税部へのお問い合わせに
よりご確認ください。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１（内線２１１・３２７・３５７）

■  税務署からのお知らせ
　税務署では、適正かつ公平な課税を実現するため、
不動産使用料の支払い調書をはじめとする各種情報を
収集・分析するとともに、納税者の方に自発的な適正
申告を行うための取り組みを充実さ
せていくこととしております。
　仙台国税局管内の税務署におい
て、書面でのお尋ねなどにより申告
内容の自主的な見直しを行っていただくための取り組
みを行った結果、不動産所得の申告漏れや計算誤りの
あった方から修正申告書等が提出されております。
　納税者の皆様に適正申告を行っていただくため、申
告内容の自己点検（見直し）を実施し、誤りがあった場
合には自主的な修正申告書等の提出をお願いします。

※調査によらない自主的な修正申告書の提出については、
過少申告加算税は課されません。（無申告または当初申
告が期限後申告の場合は、無申告加算税が課される場合
があります。）

問八戸税務署 ☎０１７８−４３−０１４１

■  臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
　について～申請は12月28日（月）までです～
　消費税率の引き上げに伴い、低所得者及び子育て世
帯に対して給付金を支給します。支給対象者には別途
お知らせを送付しております。まだ手続きがお済みで
ない方はお早めにお願いいたします。

①臨時福祉給付金
　　対象者：住民税非課税者
　　支給額：１人につき6,000円
②子育て世帯臨時特例給付金
　　対象者：平成27年６月分の児童手当受給者
　　支給額：児童１人につき3,000円
▼申請時期
　平成27年12月28日（月）まで
　平日午前８時15分～午後５時
　※ 夕方５時までに電話連絡
　　をいただいた場合は、夜
　　７時まで申請窓口の延長
　　ができます。
▼申請・問い合わせ先
　役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  防災ダム管理人募集
▼勤務場所　花木ダム
▼募集人員　１名（満64歳未満で業務可能な方）
▼業務
　○ダムの監視および点検　○ダムの操作、点検整備
　○気象および水象の観測　○その他指示した事項
▼委嘱期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　※ 満64歳までの更新あり
▼勤務日　１週間につき３日または４日で別に定める日
▼勤務時間　午前８時45分～午後３時35分
▼報酬　月額82,959円（平成27年度）
▼応募・問い合わせ
　平成28年１月15日（金）までに、市販様式の履歴
書を下記に提出してください。

問三八地域県民局地域農林水産部（農村整備）
　〒039-1101八戸市大字尻内町字八百刈20-3
　☎０１７８−２７−１２８７

確認じゃ！

申請じゃ！ カクニンジャ

■  役場等年末年始休業のお知らせ
▼12月29日（火）～１月３日（日）

田子町役場、せせらぎの郷、中央公民館、上郷公民
館、農業者トレーニングセンター、町立田子診療所

▼12月29日（火）～１月３日（日）
　タプコピアンプラザ

▼12月27日（日）～１月５日（火）
　町立図書館

▼１月１日（金）
　田子町社会福祉協議会、老人デイサービスセンター

▼12月31日（木）～１月３日（日）
　田子町老人福祉センター
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■  定住移住者促進臨時特例奨励金支給申請に
　ついて
　国勢調査の行われる平成27年度に限り、臨時特例と
して、平成27年１月１日以降に田子町に転入し、平成
27年10月１日をまたいで３カ月以上定住し、平成27
年10月に行われた国勢調査において、田子町に常住し
ている人として調査に回答した方に、臨時特例奨励金
として２万円を支給します。
　下記の支給条件を満たす方は、定住移
住者促進臨時特例奨励金の支給申請をし
てくださいますようお願いいたします。
▼支給条件　※ 定められた要件を満たす

方のみが支給の対象となります。
①平成27年１月１日から平成27年９月30日までの間

に町外から田子町に転入し（※ 元田子町の住民を含
みます）、継続的に平成27年10月１日をまたいで３

カ月以上住民登録をして、かつ、居住の実態があり、
これ以降も田子町に居住する見込みのある方。

※平成27年１月１日以降に田子町から転出して、再
度田子町に転入された方は対象となりません。

②平成27年10月の国勢調査において、田子町に常住
している人として調査対象となった方。（当該住居
に３カ月以上にわたって住んでいるか、または住む
ことになっている人）

※申請時に国勢調査において田子町に常住している者
として調査に応じたかの申告をしていただきます。

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に
規定する暴力団員でない方。

▼受付窓口　役場住民課子育て定住移住支援室
　　　　　　☎２３−０６７８
▼申請期間　11月２日（月）～ 平成28年２月29日（月）

■  警察等による犯罪被害者支援活動
●知っていますか？　被害者の抱える苦しみ
　加害者の身勝手な行為による凶悪犯罪や、無謀な運
転等による交通事故が後を絶ちません。それらに巻き
込まれた多くの県民が尊い命を失い、重大な被害を負
っています。また、直接的な被害だけではなく精神的
な被害、経済的な困難に苦しめられる被害者等も多く
います。
　一人で悩まず、勇気を出して警察にご相談ください。
警察では、特定の犯罪・交通事故被害に遭われた方や
遺族の精神的・経済的負担を軽減するため、様々な取
組みを行っています。

●警察による被害者支援による制度等
　▽犯罪被害給付制度
　▽県費負担制度
　▽各種情報提供、被害者の要望に応じた対応
　▽発生直後から専門職員が支援
　▽専門的知識を有する警察職員によるカウンセリング

●公益社団法人あおもり被害者支援センターとの連携
　電話や面接による相談、病院や裁判所等への付添い、
臨床心理士カウンセリングといった支援を行う「公益
社団法人あおもり被害者支援センター」と連携し、途
切れのない支援活動を行っています。（相談電話☎０１
７−７２１−０７８３）

問青森県警察本部犯罪被害者支援室
　☎０１７−７２３−４２１１（代表）
問三戸警察署 ☎２２−１１３５

■  三戸地区衛生センターからのお願い
　三戸地区衛生センター（し尿処理施設）では、例年
12月初旬から年末にかけて、し尿、浄化槽汚泥の搬入
量が非常に多くなります。今年も施設の処理能力を上
回る搬入量が予想されます。施設の安定した処理を維
持するため、処理能力の範囲内での受け入れとします
ので、この期間内にくみ取りを依頼される方は、お早
めにくみ取り業者にご相談ください。

問三戸地区環境整備事務組合　三戸地区衛生センター
　 ☎０１７８−７５−１４４９

■  ミツバチを飼育されている方へ
●ミツバチの飼育届について
　改正養蜂振興法が平成25年１月から施行され、趣味
でミツバチを飼育する場合でも飼育届の提出が必要と
なりました。ミツバチを飼育されている方は、毎年１月
１日現在の状況について、１月中に飼育届を住所地の
地域県民局に提出してください。（手数料はかかりません）

◎飼育届用紙は、青森県ホームページでダウンロード
できるほか、地域県民局でお渡しします。
また、昨年度飼育届を提出された方につい
ては、地域県民局から用紙を郵送します。
◎花粉交配用にのみ、ミツバチを一時的に飼育される
方の届出は不要です。ただし、長期間にわたって（花
粉交配時期以外も）飼育する場合は届出が必要です。

　詳しくは、下記のリンク等を参照していただくとと
もに、不明な点については、三八地域県民局地域農林
水産部畜産課までお問い合わせください。
▼リンク等　青森県ホームページ「蜜蜂飼育届の義務について」

問三八地域県民局地域農林水産部畜産課　担当：阿部
　☎０１７８−２７−５１１１（内線232）

　お知らせ

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。役場政策推進課 ☎２０−７１２７
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０−７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

平成27年度
田子神楽後継者養成講座成果発表会
　平成27年度田子神楽講座成果発表会が、「田子ひ
とくるめゃ文化祭」の初日、10月31日に開催されま
した。
　神楽講座受講生の成果発表の場であるこの発表会
は、昨年同様、多くの皆さんにお披露目できるよう
に「田子ひとくるめゃ文化祭」のひとつのイベント
として、コミュニティ広場特設ステージで行いまし
た。受講生の小学生から中学生まで43名が参加し、
講座で練習した舞の４演目（番楽・笠舞・傘舞・盆
舞）を元気いっぱいに町民の皆さんに披露しました。

第42回新春書き初め大会
　新しい年を迎え、新鮮な気持ちで書き初めにチャ
レンジしませんか。
▽と　き　平成28年１月７日（木）午後１時30分～
▽ところ　中央公民館ホール
▽集合時間　参加する方は、午後１時までに会場へ
　お集まりください。
　なお、書き初め終了後映写会を行います。

成人式スタッフとして
あなたも参加しませんか
　平成28年１月10日（日）、田子町成人式が開催さ
れます。スタッフ参加募集中です。詳しくは教育委
員会へお問い合わせください。

発見！町内健康ウォーキング（第７回報告）
　10月18日（日）に新発
見町内健康ウォーキングの
最終回を行いました。今回
のルート名は、参加者の皆
さんから募集した中から、

髙沢章子さんの「熊の散歩道」ルートが選ばれまし
た。コースは、上郷公民館～遠瀬～新田地区活性化
センター～花木ダムまでの最長10.5㎞です。
　当日は天候に恵まれ、赤や黄色に色づいた山々の
景色を眺めながら、参加者全員が無事にウォーキン
グの最後を締めくく
りました。
　保健師からは、「こ
れからも適度な運動
とバランスの良い食
事を継続していただ
きたい」とのワンポ
イントアドバイスを受けました。
　コース内の新田地区では、水車搗き新そばまつり
が開催されており、参加者の皆さんは新そばを楽し
みました。
　最後に全７回すべてのルートをウォーキングした
２名を、完全制覇賞として表彰しました。来年度も
新発見できるルートで開催しますので、町内ウォー
キングを楽しんでみませんか。
◎完全制覇賞　越後芳子（２年連続）、髙沢章子
◎第７回ルート名の命名賞　髙沢章子「熊の散歩道」

●ヨガ健康講座
▽とき　12月10日（木）24日（木）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館和室▽持ち物　ヨガマット、
バスタオルまたはフェイスタオル等
●生花講座
▽とき　12月26日（土）午後６時30分～９時
▽ところ　中央公民館研修室▽材料費　1,000円程
度▽持ち物　花はさみ、カッター等
●フラワーアレンジメント
▽とき　12月22日（火）午後７時～９時▽ところ　
上郷公民館研修室▽材料費　2,000円～3,000円程
度▽テーマ「正月用アレンジ」▽持ち物　花ばさみ、
ゴム手袋、移植ベラ、カッター等▽申込先　上郷公
民館へ電話で申し込みください
●水曜わんぱくじゅく　クリスマス会
▽とき　12月16日（水）午後３時～４時30分
▽ところ　上郷公民館研修室

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

開会式の様子 花木ダムでの様子

第41回新春書き初め大会の様子

盆舞を披露する中学生
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●マイナンバー制度
▽いまからスタートマイナンバー制

度がだれでもわかるＱ＆Ａチェ
ックリスト／317ワ

▽個人と会社マイナンバー制度がわ
かる本／317コ

●暮らし、料理
▽50代からの成功リフォーム／

527ゴ
▽クックパッドの大人気パン／596ク
▽ Farmer's KEIKO 農家の台所一生

食べたい野菜のおかず／596フ
▽リンゴのお酒シードルをつくる

／596リ
●歴史・時代小説
▽狐舞／吉原裏同心23 ／佐伯泰英

／913サ
▽うずら大名／畠中恵／913ハ
▽風かおる／葉室麟／913ハ
▽草雲雀／葉室麟／913ハ
▽帰蝶／諸田玲子／913モ
▽悪道４／五右衛門の復讐／森村

誠一／913モ
●ミステリー・警察小説など
▽消滅／恩田陸／913オ
▽犬の掟／佐々木譲／913サ
▽内房線の猫たち／西村京太郎／

913ニ
▽推理小説／刑事雪平夏見１／秦

建日子／913ハ
▽アンフェアな月刑事雪平夏見２

／秦建日子／913ハ
●そのほかの小説など
▽陽気なギャングは三つを数えろ

／伊坂幸太郎／913イ
▽終わった人／内館牧子／913ウ
▽我が家のヒミツ／奥田英朗／

913オ
▽霧（ウラル）／桜木紫乃／913サ
▽掟上今日子の遺言書／西尾維新

／913ニ
▽小説土佐堀川／広岡浅子の生涯

／古川智映子／913フ
▽陰陽師／鼻の上人／夢枕獏／

913ユ
●エッセイなど
▽人生はもっとニャンとかなる！

／159ミ
▽広岡浅子徹底ガイド／おてんば

娘の「九転び十起き」の生涯／
289ヒ

▽だから、生きる。／つんく／767
ツ

図書館情報
「クリスマスとお正月」特集

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

12月の図書館行事
▼12 ／13（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「クリスマスツリー」を作ろう
▼12 ／13（日）～12 ／26（土）
　一人10冊まで貸出
▼12 ／27（日）～１／５（火）
　年末年始休館日
※12 ／26（土）「本の読み聞かせととしょか

んクラブ」はお休みです。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出
　一番楽しく忙しい12月です。子ど
もたちにはクリスマス絵本や十二支
のお話を、大人向けにはおもてなし
料理・フラワーアレンジメント・リ
ース・生け花などの本と、素敵な音
楽ＣＤなどを集めて展示 ･ 貸出しま
す。
○クリスマスのおばけ
○さんかくサンタ
○だれも知らないサンタのヒミツ
○バーバパパのクリスマス
○十二支のはじまり

○喜ばれるおせち料理とごちそうレ
シピ

○今日からできる！飾り寿司レシピ
○四季の茶花を楽しむ冬
○くらしを彩るリース

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

▼期間
　12月13日（日）～12月26日（土）

▼内容　どなたでも一人10冊まで貸
出します。たくさんの本をご利用く
ださい。

▼期間　12月27日（日）～１月５
日（火）の10日間

　利用者のみなさまには大変ご不便
をおかけしますが、どうぞご了承く
ださい。

  この期間中は、
本 を 返 却 す る

「ブックポスト」はなるべくご利用
にならず、１月６日（水）以降の返
却をお願いします。

▼期間　12月19日（土）から１月
７日（木）６日間

▼対象　小学生以下の子ども
▼内容
　期間中に何冊の本を借りて読むこ
とができるか、自分の記録に挑戦し

ます。記録用紙に本の題名とひとく
ちかんそうを書いてください。まだ
字が書けないお子さんは親子で参加
することができます。本をたくさん
借りた人には賞状とプレゼントがあ
ります。

●年末一人10冊まで貸出します

●年末年始休館日のお知らせ

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。
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●12月1日（火）
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00～5:00
●12月2日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00～5:00
●12月3日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　血圧を下げる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●12月4日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●12月6日（日）
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前9:00～11:30
●12月7日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●12月8日（火）
 ◎健診結果説明会
　（上郷公民館）午前10:00～11:30
●12月9日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午後2:00～4:00
●12月10日（木）
　健診結果説明会
　（石亀研修センター）午前10:00～11:30
●12月11日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30

　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●12月14日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●12月16日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●12月17日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●12月18日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●12月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　保健推進員学習会
　（せせらぎの郷）午前9:00～10:30
●12月22日（火）
　健診結果説明会（せせらぎの郷）
　午前9:00～11:30、午後2:00～4:00
●12月24日（木）
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前9:00～11:30
●12月25日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●12月28日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

12月の主な保健・介護予防事業予定表　　　◎は健康ポイント対象事業

誕生

●山目唯
ゆ あ

愛（祥太・真都香）／上相米
●畠山未

み う

羽（寿也・真夢）／西舘野
●佐藤　和

にこ

（和範・理津子）／下本町
●久保朱

あかり

璃（成顕・真利華）／七日市
●小舘　蘭

らん

（一晃・彩芽）／南風張
●高沢明

めいと

莵（渉・真紀子）／雀ケ平
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●澤頭俊行（干草場）
　前田珠里（おいらせ町）

お悔やみ
●坂下 音（82歳）風張
●中澤　實（90歳）北側
●堰向秀夫（70歳）北側
●門上節子（76歳）細野
●坂上みゑ（94歳）下本町
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
27
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2239（＋２）
人口／6009（−２）
男／2875（−２）
女／3134（±０）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
安
全
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
使
用
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
暖
房
器
具
の
取
扱
い

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
洗
濯

物
を
乾
か
さ

な
い
。

▽
燃
料
を
補

給
す
る
と
き

は
、
完
全
に

火
が
消
え
て

か
ら
行
う
。

▽
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認

し
て
か
ら
補
給
す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
対
策

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室
等
、

正
し
い
場
所
に
設
置
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
年
末
年
始
の
外
出
に
は
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
は
師
走
、
お
師
匠
さ
ん

も
支
払
い
な
ど
で
多
忙
に
な
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
お
正

月
の
準
備
な
ど
自
宅
を
空
け
る

時
間
が
多
く
な
り
、
ま
た
外
出

時
に
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く

と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
い
は
ず

の
年
末
年
始
に
盗
難
の
被
害
に

あ
っ
て
は
気
持
ち
の
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
出
す
る
際
は

○
自
宅
の
玄
関
と
勝
手
口
の
施

錠
の
確
実
な
確
認

○
外
出
す
る
時
は
隣
近
所
へ
の

声
掛
け

○
外
出
先
で
は
バ
ッ
グ
を
離
さ

な
い
、
チ
ャ
ッ
ク
を
開
け
た
ま

ま
に
し
な
い

な
ど
を
行
っ
て
、
盗
難
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜～金曜　午前９時～午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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①
相
撲
部
の
活
躍

　

三
戸
郡
中
学
校
体
育
大
会
夏

季
大
会
で
団
体
優
勝
し
た
相
撲

部
が
、
青
森
県
中
学
校
体
育
大

会
夏
季
大
会
で
も
団
体
戦
で
３

位
入
賞
を
果
た

し
、
東
北
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
東
北
大
会
に

お
い
て
個
人
１
年

で
谷
内
勝
哉
君
が

３
位
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
東
日

本
選
抜
中
学
校
相

撲
大
会
で
団
体
３

位
入
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
十

和
田
市
で
開
催
さ

れ
た
第
47
回
全
国

中
学
校
相
撲
選
手

権
大
会
に
出
場

し
、
全
校
を
あ
げ

て
の
応
援
の
中
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

女
子
相
撲
で
は
、
全
日
本
女

子
相
撲
岐
阜
郡
上
大
会
に
お
い

て
個
人
中
量
級
で
山
市
紗
友
理

さ
ん
が
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

②『
田
子
魂
』を
引
き
継
ぐ
ぞ
!!

　

中
体
連
新
人
戦
の
活
躍

　

９
月
19
日
、
20
日
の
両
日
、

三
戸
郡
中
体
連
秋
季
大
会
（
新

人
戦
）
が
各
競
技
会
場
で
行
わ

れ
、
本
校
は
８
種
目
に
73
名
が

参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
行
わ
れ
た
壮

行
式
で
は
、
３
年
生

か
ら
熱
い
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
、
や
や
緊
張

気
味
な
１
・
２
年
生

の
背
中
を
押
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
出

席
い
た
だ
い
た
保
護

者
か
ら
も
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
は
、
団
体

戦
で
相
撲
部
、
男
子

バ
レ
ー
部
が
優
勝
、

ま
た
、
陸
上
部
の
女

子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

が
優
勝
す
る
な
ど
大

活
躍
で
し
た
。

　

ま
た
、
優
勝
を
逃

し
た
も
の
の
、
ど
の

部
も
田
子
魂
の
見
ら
れ
る
戦
い

ぶ
り
で
し
た
。
立
派
で
し
た
。

県
大
会
へ
は
、
相
撲
部
、
テ
ニ

ス
部
、
卓
球
部
、
陸
上
部
合
わ

せ
て
27
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
中
学
校
）

編
集
後
記

　

私
は
、
四
コ
マ
漫
画
を
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
第
１
回
は
、
平
成
10
年

（
１
９
９
８
年
）
12
月
24
日
発
行
の
広
報

た
っ
こ
１
月
号
、「
お
し
ゃ
べ
り
イ
ン
コ

の
ピ
ー
コ
ち
ゃ
ん
」
で
ス
タ
ー
ト
。
し
か

し
、
突
然
主
役
の
イ
ン
コ
が
死
ん
で
し
ま

い
観
察
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
翌
月
号

か
ら
現
在
の
「
ほ
の
ぼ
の
じ
い
さ
ん
」
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
以
来
16
年
間
休
む
こ

と
な
く
、
今
回
が
２
０
０
回
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
作
者
の
奥
家
淳
子
さ
ん
（
池

振
・
写
真
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

白
澤
）

　

今
ま
で
描
き
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
」、「
今

月
は
笑
え
た
ね
」
な
ど
町
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
た
ら
３
６
５
回
ま
で
描
い
て
み
た

い
で
す
ね
。
田
子
弁
の
漫
画
を
描
く
こ
と

と
、
い
つ
か
孫
と
漫
画
を
描
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
頑

張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
最
後
ま
で

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

学
校
の
話
題　

田
子
中
学
校

　情報スクランブル

心
地
よ
き
風
に
な
で
ら
れ
尾
花
ゆ
れ
色
づ
い
た
葉
っ
ぱ

一い

ち

に二
枚
落
ち
ぬ 

新
井
田
衣

あ
ち
こ
ち
の
紅
葉
の
名
所
今
が
旬
わ
が
狭
庭
の
小
さ

き
紅
葉
愛
で
る 

新
井
田
衣

遠
き
空
ほ
ほ
え
む
や
う
な
名
月
は
光
の
下
で
車
座
の

村ひ

と人
に 

貝
守
多
恵

黒
石
の
も
み
じ
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
山
は
秋
色
流
れ

も
涼
し
き 

貝
守
多
恵

う
し
ろ
手
に
老
爺
が
見
て
ゐ
る
コ
ス
モ
ス
と
風
と
の

会
話
に
耳
か
た
む
け
る 

柳
田
麗
子

目
の
前
に
展ひ

ら

け
る
山
の
綾
綿
一ひ

と

曲
り
し
て
又
も
絶
景

 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
５
年
12
月
号
（
平
成
27
年
11
月
25
日
発
行
）
通
算
第
６
７
３
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.lg
.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

（平成27年10月24日（土）午前０時で達成）

みんなで投票しよう
▼田子町長選挙告示日

12月15日（火）
▼投票日　  12月20日（日）

交通死亡事故ゼロ２年達成

11月１日、ひとくるめゃ文化祭のにんにく
共進会表彰式で、ドラムロールを初演奏し
たら、会場のお客さんから思わず拍手喝采
をもらい、ぼくもびっくり。緊張したけどう
まくやれたのでよかった。（文  たっこ王子）

はじめてのハッピーバースデイ
平成26年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

●滝上大
た い が

河ちゃん
Ｈ26.11.4

（ ノ実・男の子）
大河１歳おめでとう。
いつもかわいい笑顔あ
りがとう。これからも
すくすく育ってね。

●山本煌
こ う や

弥ちゃん
Ｈ26.11.19

（野月・男の子）
みんなの宝ものの煌弥
くん。いっぱい遊んで
いっぱい大きくなろう
ね！　大好きだよ！

◎趣味や特技は？
姫路城などの古城巡りです。
昔の戦国武将が好きで、その
人物になりきり古城で当時を
しのぶことです。また中学校
まで野球をやっていて、今で
も町内会の草野球は続けてい
ます。ポジションはセカンド
です。

◎田子町で暮らして（働いて）
感じる良いところ

以前、横浜市で保育士をして
いたんですが、田子町の子ど
もたちは、自分から声をかけ
てくれて、とても親しみやす
いです。また、地域の皆さん
や保護者の方々がとても親切
にしてくださるので、とても
住みやすい所だと思います。

◎将来の夢や目標
食べ歩くことが好きです。田
子町で有名な特産物のニンニ
クと田子牛が大好きなので、
自分でも料理を勉強して作っ
て食べることです。

◎町への要望
今年４月から田子町で暮らし
ていますが、分からないこ
と、知りたいことを調べると
き、広報誌などでも分かりや
すく明記されていますが、も
っと細かいことなど知りたい
ことがあるので電話番号（相
談窓口）があるとまた助かり
ます。

町のみなさんこんにちは

●名前：浪岡　大 29歳
　　　 （なみおか　まさる）
●出身地：  二戸市
●お住まい：  野月
●お勤め先：田子保育園

表彰式でドラムロール

表
彰
さ
れ
た
田
子
町
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
会
長
の
橋
本
礼
子
さ
ん（
中
央
）と

三
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
田
子
支
部
長
の

中
沢
誠
さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

　田子町地域おこし
協力隊の川名美夏さ
んが、創遊村の旧レ
ストランを活用し、
10月27日に「Takko 
Cafe」をオープンし
ました。
　メニューは、季節
の野菜や山菜入りパスタ、カレー、ピザ、コーヒーな
ど20種類。おすすめは手作りケーキ（日替わり）で、
この日は、（写真左から）チョコスプレーシフォンケ
ーキ、ジョミレアチーズケーキ、チョコチップ入りガ
トーショコラケーキでした。
▼定休日　水曜日・木曜日
▼営業時間　午前10時～午後４時まで
▼予約・問い合わせ　☎０８０ー６６４５ー７２２７

（川名さん携帯）

創遊村に『Takko Cafe』オープン


